
Ⅰ　はじめに

国立医薬品食品衛生研究所（班長：豊田正武）を中心

とする「日常食品からの汚染物質等の摂取量調査」は，

1978年より実施継続されている．我々は，1988年より同

研究班に参加し，調査結果は逐次報告してきた．前回に

続き，2000年に実施した調査結果について報告する．

Ⅱ　調査方法

１．試料の収集及び分別方法

試料は，厚生省保健医療局健康増進栄養課の発行した

平成10年国民栄養調査成績1）の食品群別摂取量（地域ブ

ロック別）の表により，前報2）に準じた．

２．試料の調理及び調製

試料の調理及び調製は，前報2）に準じた．

３．分析項目及び分析方法

分析項目及び分析方法ともに前報2）に準じた．

Ⅲ　結果及び考察

各物質の食品群別分析結果及び一日摂取量を表1～表3

に示した．また，沖縄県における汚染物質等の一日摂取

量の年度別推移及び全国平均値（2000年　新潟県他9県）

3），ADI値，一日所要量との比較を表4に示した．

１．有機塩素系化合物

有機塩素系農薬の一日摂取量は，これまでと同様，減

少傾向にあり，今年はDDTのみ検出された．

DDTは，Ⅹ群（魚介類）のみから検出され，摂取量は

0.1199μgであり，昨年の値0.3856μgを下回った．クロ

ルデンは，1988年に調査を開始して以来，初めて当研究

所において検出なしとなった．

PCBはⅩ群（魚介類），XI群（肉類）から検出され、

一日摂取量はそれぞれ1.0560μg，0.3856μgとなった。

合計した値は1.4417μgとなり，こちらは逆に昨年の値

1.1830μgを上回り，全国的に見ても高い値となった．

２．有機リン化合物

有機リン系農薬については，13種類について調査した．

クロルピリホスメチルは，昨年と同様，Ⅱ群（芋・穀類），

Ⅲ群（菓子類）から検出され，一日摂取量はそれぞれ

0.3994μg，0.1852μgであり，合計した値0.5836μgは，

昨年の値0.8235μgを下回った．

他の有機リン化合物は検出されなかった．

３．有機スズ化合物

有機スズ化合物は，昨年同様Ⅹ群（魚介類）から

TBTCが検出され，一日摂取量は0.57μgであり，昨年の

値1.659μgを大きく下回った．

４．金属類

a 必須金属

Na，K，Ca，Mg，Fe，Mn，Znについては，これまで

の傾向と比較して，目立った変化はない．

Pについては，ここ数年緩やかな増加傾向を示してお

り，今年も1457μgと，昨年の1285μgより高い値となっ

た．また，Cuについては，昨年は1874μgと高い値を示

したが，今年は1071μgとなり，一昨年以前の値に戻っ

ている．

s 有害金属

Pd，Hg，Cdはこれまでと同様の傾向を示した．

Asについては，昨年まで徐々に上昇が見られたが，

今年は110.10μgに減少し，1993年の値に近くなってい

る．原因となる食品群は，主にⅩ群（魚介類）と見られる．
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IV まとめ

沖縄県における2000年度の日常食品からの環境汚染物

質等の一日摂取量調査を，国民栄養調査の食品群別一日

摂取量（南九州）に基づき，マーケットバスケット方式

により試料を調製し実施した．

１．有機塩素系化合物の一日摂取量は，全国的に見ても

沖縄県単独で見ても年々減少する傾向にある．今回検

出されたのはDDTおよびPCBのみであり，これまで他

県と比較して検出量が多かったクロルデンについて

も，今年は検出なしとなった．

ただし、PCBに関しては、今年はこれまでの値と比

較して若干高い値が検出された．

２．有機リン化合物については，クロルピリホスメチル

のみが検出された．

３．無機質のNa，K，Ca, Mg，P，Fe，Mn，Zn は例

年と同様な傾向をを示した．昨年の調査で高い値を示

したCuは，今年の調査では一昨年と同等の値になっ

た．

４．Cdの一日摂取量は，昨年同様全国平均をわずかに

上回ったが，それ以外の有害金属の一日摂取量は，全

国平均値以下であった．年々増加傾向にあったヒ素は，

減少した．

５．TBTCが昨年と同様にⅩ群より検出された．

なお，本調査研究は厚生省食品衛生調査研究事業費

によって行った．
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